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つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
広
報
誌
の
創
刊
に
あ
た
っ
て

　

広
域
連
合
広
報
誌
の
創
刊
に
あ

た
っ
て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

広
域
連
合
は
、
平
成
11
年
３
月

に
西
北
五
地
域
の
14
市
町
村
に
よ

り
広
域
市
町
村
圏
計
画
や
介
護
認

定
審
査
会
運
営
等
の
広
域
的
な
行

政
事
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
県
主
導
に
よ
る
西

北
五
保
健
医
療
圏
の
自
治
体
病

院
機
能
再
編
成
計
画
が
策
定
さ
れ
、

広
域
連
合
が
再
編
成
後
の
自
治
体

病
院
、
診
療
所
運
営
の
受
け
皿
と

し
て
計
画
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
15
年
よ
り
圏
域
独
自
の
再
編

成
計
画
の
策
定
を
進
め
、
平
成
17

年
の
市
町
村
合
併
に
伴
う
２
市
４

町
へ
の
構
成
変
更
を
経
て
、
本
年

４
月
に
つ
が
る
総
合
病
院
が
開
院

　
今
般
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

広
報
誌
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
が
行
っ

て
お
り
ま
す
病
院
事
業
は
、
医
師
不

足
と
経
営
難
等
自
治
体
病
院
を
取
り

巻
く
情
勢
が
極
め
て
厳
し
い
中
、
こ

の
西
北
五
保
健
医
療
圏
に
お
い
て
、

自
治
体
病
院
の
機
能
を
再
編
し
、
新

た
に
圏
域
の
中
核
と
な
る
総
合
病
院

を
建
設
、
周
辺
の
サ※１
テ
ラ
イ
ト
医

療
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
質

の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

中
で
も
つ
が
る
総
合
病
院
は
、
西

北
五
圏
域
に
お
け
る
脳
卒
中
、
が
ん
、

糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
等
の
生
活
習
慣

病
の
一
般
的
な
医
療
を
完
結
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
底
上
げ

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
地

震
の
影
響
を
受
け
に
く
い
免
震
構

し
、
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
に

伴
う
各
医
療
機
関
の
施
設
整
備
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
つ
が
る
総
合
病
院
を
中

心
と
し
た
各
サ※
１

テ
ラ
イ
ト
病
院
、

診
療
所
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と

圏
域
の
皆
様
に
円
滑
な
医
療
の
提

供
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

広
域
連
合
や
病
院
等
の
様
々
な
情

報
を
多
く
の
方
々
に
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
、
こ
の
度
、
広

報
誌
を
発
行
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

皆
様
の
健
康
を
担
う
広
域
連
合

と
し
て
、
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
有
意
義
な
情
報
を

掲
載
し
、
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
広

報
誌
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

造
の
採
用
や
高
度
医
療
機
器
の
整
備
、

ま
た
立
体
駐
車
場
を
併
設
し
、
圏
域

全
体
の
急
性
期
病
院
と
し
て
の
役
割

を
担
う
べ
く
、
快
適
な
病
院
づ
く
り

に
努
め
、
平
成
26
年
4
月
1
日
に
無

事
開
院
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

二
※
２

次
医
療
機
能
は
十
分
で
は
あ
る
も

の
の
、
需
要
の
高
い
医
療
に
つ
い
て

は
、
三
※
３

次
に
近
い
医
療
機
能
を
目
指

し
て
お
り
、
関
係
特
定
診
療
科
の
常

勤
医
確
保
と
サ※１
テ
ラ
イ
ト
医
療
機
関

と
の
円
滑
な
連
携
体
制
の
構
築
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
課
題
の
解
決
に
鋭

意
努
め
つ
つ
、
地
域
の
医
療
に
貢
献

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
、
本
広
報
誌

に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
の
病
院
事
業

へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。　

連
合
長

病
院
事
業
管
理
者

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

平　

山　

誠　

敏

棟　

方　

昭　

博
※１　中核病院の後方支援を行う、かなぎ病院、鰺ヶ沢病院、つがる市民診療所、鶴田診療所の４医療機関
※２　入院を要する救急医療を担う医療機能
※３　救命救急医療（特に脳卒中、急性心筋梗塞、重症外傷等）を担う医療機能
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　　　　　　 広域連合広報誌の創刊にあたり、設立の経緯や組織、業務内容等をお知らせします。

○設立の経緯
　近年の交通網や情報網の発達により、住民の生活圏は市町村の枠を超えて大きく広がり、行政運営にも広域的な視
点が求められるようになりました。また、多様化する行政需要に対し厳しい財政状況もあり、市町村間の連携と効率
的な行政運営が不可欠となっています。このような住民のニーズに応えるため、平成11年３月に五所川原市を中心
とした14市町村で構成された広域連合として青森県で２番目に誕生しました。
　現在は平成17年の市町村合併を経て、五所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、鶴田町、中泊町の２市４町の
構成となっています。
○組織

○業務内容等
　広域連合の業務等は広域連合長以下大きく事務局と病院事業に分かれています。その主なものをお知らせします。
・広域連合長……構成市長、町長の中から、構成市長、町長による選挙により選任されます。
・副広域連合長…連合長以外の市長、町長全員が就任します。
・広域連合議会…定例議会は年２回開催されます。連合議員は構成市町の議会において議員の中から選挙により選任
　　　　　　　　されます。構成は次のとおりです。五所川原市３名、つがる市２名、鰺ヶ沢町、深浦町、鶴田町、
　　　　　　　　中泊町各１名、計９名
・事務局　＊総務係…広域連合議会や各種委員会の開催、事務局の庶務を行います。
　　　　　＊介護認定審査係…介護認定審査会で要介護度の二次判定を行い、結果を構成市町に送付します。
　　　　　　　介護認定審査会委員／24合議体（１合議体５名）120 名、医師等学識経験者、審査件数年間約10,000件
　　　　　＊障害判定審査係…障害判定審査会で障害支援区分の二次判定を行い、結果を構成市町に送付します。
　　　　　　　障害判定審査会委員／３合議体（１合議体５名）15 名、医師等学識経験者、審査件数年間約400件
　　　　　　　協議会委員／25名、障害福祉関係機関職員、教育関係者等
・病院事業…地方公営企業法により運営されています。
　＊病院運営部…病院事業の統括及び事務処理を行います。
　＊病院…つがる総合病院を中心にかなぎ病院、鰺ヶ沢病院のサテライト病院（後方支援）と無床のつがる市民診療
　　　　　所、鶴田診療所で構成されています。
・連合章…平成25年３月26日に一般からの公募により制定しました。つがる西北五広域連合の「つ」をモチーフに
　　　　　デザイン。６つの「つ」のつながりは広域連合を構成している２市４町のコミュニケーションを象徴して
　　　　　います。カラーは海などの自然をイメージしたブルーです。（左上マーク）

つがる西北五広域連合について

広 域 連 合 長

副 広 域 連 合 長
広 域 連 合 議 会
選 挙 管 理 委 員 会
監 査 委 員
情報公開・個人情報保護審査会

病 院 事 業

病 院 事 業 管 理 者

病 院 運 営 局

病 院 病 院 運 営 部

か

な
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鶴
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療
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介
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会
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つ
が
る
総
合
病
院

■
開
院
か
ら
５
か
月
が
経
ち
ま
し
た

　
　

　

早
い
も
の
で
、
つ
が
る
総
合
病
院
の
開

院
か
ら
５
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

前
身
の
西
北
中
央
病
院
と
同
様
、
つ
が

る
総
合
病
院
は
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
西
北
五
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、

良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め

日
々
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

心
配
さ
れ
た
立
体
駐
車
場
の
混
雑
や
周

辺
の
渋
滞
も
な
く
、
２
階
の
外
来
フ
ロ
ア

を
主
に
案
内
係
員
を
配
置
し
た
結
果
、
院

内
に
お
い
て
も
大
き
な
混
雑
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
開
院
当
初
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
診
療

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
等
の

貴
重
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を
参
考
に
、
よ

り
良
い
病
院
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

■
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
住
民
の

　
　
　
　
想
い
を
ひ
と
つ
に
し
た
い

　

４
月
の
開
院
以
来
、
救
急
車
搬
入
は
、

月
50
台
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。
現
在
、
月

２
０
０
台
以
上
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
が
る
総
合
病
院
は
、
西
北
五
地
域
住

民
の
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
病
院
で
す
。
救
急
車
で
搬
入
さ

れ
る
重
症
患
者
さ
ん
を
多
数
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

救
急
車
が
２
台
、
３
台
と
重
な
っ
て
到

着
す
る
場
面
も
多
く
、
医
師
を
含
め
医
療

ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
懸
命
に
処
置
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

当
院
に
は
、
救
急
外
来
専
門
の
医
師
が

お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
日
中
、
重
症

患
者
さ
ん
が
搬
入
さ
れ
る
と
、
外
来
診
療

中
の
医
師
も
救
急
外
来
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
外
来
を
受
診
し
て
い
る
患

者
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
に
は
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
ご
理
解
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

一
方
、
夜
間
救
急
外
来
に
、
自
家
用
車

や
徒
歩
等
で
受
診
す
る
患
者
さ
ん
の
数
も

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

24
時
間
営
業
病
院
の
よ
う
に
、
手
軽
に

利
用
す
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
が
増
加
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
だ
と
、
本
当
に
必
要
と
し
て

い
る
人
が
、
適
切
な
処
置
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
症
状
の
時
に
利
用
す
る
べ

き
な
の
か
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
う

一
度
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
医
療
機
能
を
支
え
る
の
は
、

地
域
住
民
の
理
解
と
意
識
で
す
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

院　長
高　杉　滝　夫

開
院
か
ら
５
か
月

　

 

〜 

救
急
外
来
の
現
在 

〜

混雑する救急外来待合室

TS
U

G
A

R
U

 G
E

N
E

R
A

L H
O

S
P

ITA
L

数字で分かる！　つがる総合病院
病床数

438床
１日平均  入院患者数

274名
１日平均  外来患者数

698名
再来受付機の台数

４台
（一般390床、精神44床、感染症４床） （平成26年６月実績） （平成26年６月実績）

２Ｆエスカレー
ター付近と２Ｆ
医事課総合案内
窓口前に、各２
台ずつ設置して
います。

※オープンベット方式のため、お
　部屋の空き状況によっては、他
　の診療科に入院していただくこ
　ともあります。

個室：122床
２人部屋：８床
４人部屋：308床
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病院全体で取り組んでいる業務改善と管理体制の強化。その一部をご紹介します。

患者間違いを防ぐ
ため、ご自分のお
名前をフルネーム
で名乗ってもらっ
ています。
ご協力をお願いし
ます。

二人で指を差してなぞり、声を出して
伝票や薬品等の確認を行っています。

感染対策専従の看護師指導の下、全職員
が感染対策に対する教育を受けています。

医療機器は、使い方を誤ると生命や健康
に重大な影響を与えます。安全に利用す
るため、定期的な保守 ･点検を行ってい
ます。

自家用発電機と熱源設備、給水備蓄設備
があります。自家用発電機は、約４日間
電気を供給できます。

大事故や災害時等に備えて、多数傷病者
受け入れ訓練等を行っています。

監視カメラを設置し、病棟等の施錠、入
室者記録、個人情報の漏洩対策も強化し
ています。

当院主催で、医療関係者や福祉関係者向
けの医療安全 ･感染対策 ･接遇向上に関
する研修会を行い、地域全体で取り組ん
でいます。

信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し

　
良
質
で
安
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
取
り
組
み

正確な患者確認指差し呼称の徹底

感染対策の徹底医療機器の管理

災害対策災害訓練

セキュリティ強化西北五地域全体の研修会

▲

感
染
を
防
ぐ
効
果
的
な

　
　
　
　
　
手
洗
い
指
導

お名前を
フルネーム
で名乗って
ください。

ツガル
タロウ
です。
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かなぎ病院

鰺ヶ沢病院

　

か
な
ぎ
病
院
は
、
昭
和
33
年

10
月
に
旧
金
木
町
・
旧
中
里
町

一
部
事
務
組
合
公
立
金
木
病
院

と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
津
軽
半
島
北
西
部
唯
一
の

公
的
病
院
と
し
て
地
域
住
民
の

健
康
を
守
る
医
療
活
動
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
西
北
五
圏
域
自
治

体
病
院
の
医
師
不
足
が
長
期
的

　

当
院
は
、
昭
和
37
年
５
月
よ

り
、
鰺
ヶ
沢
町
立
中
央
病
院
と

し
て
開
設
さ
れ
て
以
来
、
青
森

県
西
海
岸
唯
一
の
公
的
病
院
と

し
て
、
へ
き
地
拠
点
病
院
及
び

救
急
医
療
の
役
割
を
担
い
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
医
療
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
自
治

体
病
院
機
能
再
編
成
計
画
に
よ

り
、
名
称
を
「
鰺
ヶ
沢
病
院
」

と
改
め
、
つ
が
る
総
合
病
院
と

の
連
携
を
図
る
サ
テ
ラ
イ
ト
病

院
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
当

院
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
地
域

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
丁
寧
で

確
実
な
医
療
の
提
供
」
は
、
今

も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
全
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
医
療
に
つ
い
て

は
医
師
を
は
じ
め
、
医
療
職
員

の
確
保
が
厳
し
く
、
充
実
し
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
当

院
は
広
域
連
合
の
一
体
運
営
の

中
で
、
他
の
病
院
と
の
医
療
資

源
を
共
有
し
、
有
効
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
安

心
し
た
医
療
と
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
出

来
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
は
、
鰺
ヶ
沢
町
の
中
心

部
に
位
置
し
て
お
り
、
日
本
海

を
目
前
に
、
ま
た
、
岩
木
山
が

眺
望
で
き
ま
す
。
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
に
は
こ
の
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
と
、
確
か
な
知
識
と

豊
富
な
経
験
を
積
ん
だ
私
た
ち

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
で
、
病

気
を
治
療
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

に
深
刻
な
状
態
と
な
り
、
当
院

に
お
い
て
も
、
特
に
救
急
医
療

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
時
期
が

あ
り
、
持
続
可
能
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
急
務
で
し
た
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
に
「
圏
域
全
体
が
ひ
と
つ
の

病
院
と
な
っ
て
地
域
医
療
を

支
え
て
い
く
体
制
の
構
築
を

目
指
す
」
と
い
う
基
本
理
念

の
も
と
、
平
成
24
年
度
か
ら

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
が

圏
域
5
自
治
体
病
院
の
一
体

運
営
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
病
院
名

が
「
か
な
ぎ
病
院
」
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
つ
が
る
総
合
病
院
」
を

中
心
と
し
た
、
西
北
五
医
療

圏
域
の
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
と

し
て
、
地
域
住
民
に
対
す
る

初
期
診
療
、
各
種
健
康
診
断
、

急
性
期
治
療
後
の
在
宅
復
帰

に
重
点
を
置
い
て
、
ス
タ
ッ

フ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
受
診
さ
れ
る

患
者
さ
ま
な
ら
び
に
ご
家
族

の
皆
さ
ま
へ
、
良
質
な
医
療

と
、
安
心
・
満
足
を
ご
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

副院長

院　長

小　沼　　　譲

星　野　恵　治

信
頼
さ
れ
る
丁
寧
で
確
実
な

　
　
　
　
　

医
療
提
供
を
目
指
す

地
域
の
皆
様
へ　

良
質
な
医
療
を
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つがる市民診療所

つがる市民診療所

鶴田診療所

　

大
人
の
病
気
は
大
き
く
分
け
る

と「
が
ん
系
」
と「
血
管
系
」
の
２

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
が
ん
系
は

遺
伝
、
ウ
イ
ル
ス
、
ピ
ロ
リ
菌
、

タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
が
関

与
し
、
血
管
系
は
生
活
習
慣
が
大

き
く
関
係
し
て
き
ま
す
。

　

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
よ
う
な

血
管
系
の
病
気
は
、
本
人
が
つ
ら

い
だ
け
で
な
く
、
介
護
も
長
期
化

　

当
診
療
所
は
、
人
口
約

一
万
四
千
人
の
鶴
田
町
に
あ

り
、
つ
が
る
総
合
病
院
の
サ

テ
ラ
イ
ト
医
療
機
関
と
し
て

こ
の
地
域
の
初
期
医
療
、
か

か
り
つ
け
医
機
能
を
担
う
こ

と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
使
命
達
成
を
め
ざ
し

内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
眼

科
の
４
科
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門

性
を
活
か
し
た
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
常
勤
医
師
は
内

科
１
名
で
す
が
、
弘
前
大
学

や
他
医
療
機
関
か
ら
多
く
の

非
常
勤
医
師
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
放
射
線
技

師
１
名
、
看
護
師
９
名
、
事

務
系
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
協

力
し
な
が
ら
診
療
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

生
活
習
慣
病
の
治
療
、
検
診

業
務
、
訪
問
診
療
な
ど
が
当

診
療
所
の
主
な
業
務
で
す
が
、

特
に
消
化
器
疾
患
の
診
断
と

治
療
を
得
意
分
野
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
１
月
に
診

療
所
を
新
築
し
た
際
に
電

子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
胃
内

視
鏡
シ
ス
テ
ム
、
大
腸
内
視

鏡
シ
ス
テ
ム
、
全
身
用
X
線

C
T
診
断
装
置
、
X
線
テ
レ

ビ
シ
ス
テ
ム
、
超
音
波
診
断

装
置
な
ど
を
最
新
の
機
種
に

更
新
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
最
新
の
機
種
に
よ
る
デ
ー

タ
を
基
に
、
電
子
カ
ル
テ
上

で
の
病
院
間
連
携
が
可
能
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
医
療
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

住
民
に
安
全
で
良
質
な
医
療

を
提
供
し
、
信
頼
さ
れ
る
診

療
所
と
な
る
よ
う
、
職
員
全

員
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
疲
弊
し
て
い
る
家
族
も
多
く
い

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る「
健
康
寿
命
」
が
大
切
と

な
り
ま
す
。

　

つ
が
る
市
は
、
が
ん
検
診
の
無

料
化
や
胃
が
ん
撲
滅
の
た
め
の
ピ

ロ
リ
菌
検
査
な
ど
、
市
独
自
の
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
行
政
が
乗
り
気
で
な
い
と
医

療
従
事
者
も
萎
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
協
力
や
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
助
か
っ
て

い
ま
す
。

　

つ
が
る
市
民
診
療
所
は
、
つ
が

る
総
合
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
診
療

所
と
し
て
、
次
の
医
療
を
提
供
し

ま
す
。

①
市
民
へ
の
初
期
医
療
の
提
供
… 

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
相
談

　

に
応
じ
、
入
院
や
精
密
検
査
が

　

必
要
な
場
合
は
、
適
切
な
病
院

　

を
紹
介
す
る「
か
か
り
つ
け
医
」

　

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

②
初
期
救
急
の
対
応
…
診
療
時
間

　

内
に
お
け
る
入
院
を
伴
わ
な
い

　

初
期
救
急
に
対
応
し
ま
す
。

③
予
防
接
種
や
健
康
診
断
へ
の
対

　

応
…
病
気
予
防
や
早
期
発
見
の

　

た
め
、
予
防
接
種
や
健
康
診
断

　

を
実
施
し
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン

　

撮
影
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮

　

影（
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
、
最
新
の
医

　

療
機
器
に
更
新
し
て
高
度
な
検

　

査
に
も
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

　

血
管
年
齢
を
測
定
す
る
機
器
が

　

新
た
に
導
入
さ
れ
、
動
脈
硬
化

　

の
予
防
に
と
て
も
役
立
っ
て
お

　

り
ま
す
。

※
内
科
は
、
午
後
の
診
療
も
行
っ

　
て
い
ま
す
。

所　長

所　長

岩　村　秀　輝

蝦　名　鉄　德

鶴
田
診
療
所
か
ら

　
　
　
　
　

住
民
の
皆
様
へ　

が
ん
検
診
と
生
活
習
慣
病
予
防

を
柱
に
市
民
の
健
康
を
守
る




